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臼田　全印工連会長 東條　地区協会長 作道　理事長（大阪）

於
：
大
阪
市
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
大
阪
に
て

近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
開
催

２
０
２
０
年
２
月
21
日

も

じ

く

　

近
畿
地
区
印
刷
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
例
会

　

開
催
工
組
で
あ
る
大
阪
工
組
の
作
道
理

事
長
よ
り
積
極
的
な
前
向
き
な
議
論
を
お

願
い
し
ま
す
と
挨
拶
の
後
、
東
條
地
区
協

会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

今
回
は
趣
向
を
変
え
て
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
と
い
う
こ
と
で
ラ
ン
チ
を
み
な
さ
ん
で

囲
ん
で
懇
親
を
深
め
て
も
ら
っ
た
会
を
内

容
の
あ
る
た
め
に
な
る
も
の
に
し
た
い
と

何
か
工
夫
が
で
き
な
い
か
と
少
し
試
み
を

変
え
ま
し
て
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
と
い

う
意
味
で
打
ち
解
け
て
い
た
だ
く
時
間
と

し
て
ラ
ン
チ
を
し
ま
し
た
。
ど
の
テ
ー
ブ

ル
も
和
気
あ
い
あ
い
と
話
が
弾
ん
で
様
子

で
安
心
し
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
全

体
会
議
と
報
告
会
を
ロ
の
字
方
に
し
て
皆

さ
ん
の
顔
が
見
れ
る
よ
う
に
そ
の
場
で
質

疑
応
答
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
報
告

会
の
時
間
も
少
し
長
め
に
と
っ
て
い
ま

す
。

　

全
印
工
連
の
臼
田
会
長
よ
り
挨
拶
。

次
か
ら
次
へ
と
課
題
ご
要
望
が
出
て
き
て

な
か
な
か
追
い
つ
か
な
い
。
そ
う
い
っ
た

中
で
暮
ら
し
を
彩
り
幸
福
を
作
る
印
刷
産

業
の
ス
ロ
ー
ガ
ン　

ハ
ッ
ピ
ー
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー　

働
き
方
改
革　

Ｓ
ｕ
ｔ
ｅ
Ｐ
ｐ

４
「
就
業
規
則
整
備
」
を
後
ほ
ど
解
説

護
送
船
団
は
解
散
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ン
ド
ル

を
き
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自
分
で
マ
イ
カ
ー

で
ブ
レ
ー
キ
ア
ク
セ
ル
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
を
経
営
し
て
く
だ

さ
い
。
と
い
う
方
針

（
２
０
０
０
年
の
こ
ろ
か
ら
経
済
産
業
省

が
特
に
我
が
国
に
お
け
る
製
造
業
の
中
小

企
業
に
政
策
方
針
が
転
換
）

　

印
刷
産
業
に
お
け
る
取
引
環
境
実
態
調

査
に
つ
い
て
現
在
１
０
０
０
社
以
上
の
回

答
の
中
か
ら
魔
ト
マ
ト
中
で
す
が
い
ろ
い

ろ
な
調
査
項
目
か
ら
抜
粋
し
て
印
刷
機
の

稼
働
率
60
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
で
あ
り
、

あ
き
ら
か
に
供
給
過
多
で
は
な
い
か
。

　

市
場
規
模
に
対
し
て
生
産
力
が
過
剰
で

あ
る
こ
と
を
明
確　

半
分
近
く
の
機
械
が

眠
っ
て
い
る
。

生
産
力
過
剰
→　

値
崩
れ

い
い
意
味
で
の
生
産
力
の
破
壊　

ど
う

い
っ
た
こ
と
を
可
能
に
し
た
い
の
か
と
い

う
と
構
造
転
換

３
つ
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

・
ロ
ー
カ
ル
地
域
連
携
・
美
術
連
携
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
で
き
れ
ば
ア
ジ

ア
で
連
携

　

調
査
結
果
を
ま
と
め
て
年
度
末
ま
で
に

報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

長
島
事
務
局
次
長
よ
り
全
印
工
連
事
業

概
要
説
明
が
あ
っ
た
。
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◆
理
事
長
会
報
告理事

長　

乾　

昌
弘

■
官
公
需
対
策
に
つ
い
て

＞

京
都
府

＜

＊
最
低
制
限
価
格
に
つ
い
て
は
導
入
に
向

け
て
慎
重
に
検
討
す
る
。

＊
著
作
権
に
つ
い
て
は
発
注
者
側
の
知
識

不
足
も
あ
る
の
で
、
知
識
習
得
も
含
め
今

後
検
討
す
る
。

＊
ブ
ロ
ー
カ
ー
及
び
ブ
ロ
ー
カ
ー
化
（
設

備
を
最
小
限
に
し
て
プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
に

外
注
す
る
）
し
て

い
る
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
入

札
参
加
資
格
の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て
も
ら

い
た
い
と

い
う
要
望
に
対
し
て
は
前
向
き
に
検
討
す

る
と
の
回
答
を
得
る
。

＊
イ
ベ
ン
ト
の
中
に
含
ま
れ
る
印
刷
を
地

元
発
注
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望

に
対
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
全
体
の
構
想
あ
が

る
の
で
印
刷
だ
け
を
分
離
す
る
の
は
難
し

い
が
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
の
際
、
地
元

印
刷
会
社
を
使
う
と
い
う
広
告
代
理
店
に

は
加
点
し
て
い
る
。

＊
一
時
期
、
京
都
に
進
出
し
て
市
場
を
荒

し
て
い
た
奈
良
の
業
者
が
大
き
な
ミ
ス
を

し
た
の
か
、
現
在
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。

＞

京
都
市

＜

＊
97
～
98
％
は
地
元
発
注
し
て
い
る
。

＊
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
件
は
京
都
府
に
同
じ
。

＊
落
札
価
格
が
安
す
ぎ
る
場
合
は
明
細

（
積
算
）
の
開
示
を
求
め
る
よ
う
に
す
る
。

＞
奈
良
県

＜

＊
２
月
１
４
日
に
東
京
・
中
小
企
業
庁
取

引
課
課
長
（
他
２
名
）
と
面
談
（
当
方
は

乾
・
福
留
）

・「
著
作
権
を
含
ん
だ
入
札
」
と
い
う
奈

良
県
の
主
張
に
問
題
あ
る
と
は
い
え
な

い
。

・
経
産
省
通
達
（
努
力
義
務
）
だ
け
で
は

な
く
、
総
務
省
通
達
（
義
務
）
も
し
て
い

る
こ
と
を
再
度
県
会
計
局
に
伝
え
る
べ

き
。

・
そ
れ
で
も
県
が
動
か
な
い
よ
う
な
ら
ば
、

知
事
に
直
接
直
訴
す
る
べ
き
。

・
尚
、「
低
解
像
度
デ
ー
タ
Ｐ
Ｄ
Ｆ
な
ら

提
出
す
る
」
と
い
う
全
印
工
連
の
方
向
性

に
は
あ
ま
り
賛
同
で
き
な
い
。（
低
解
像

度
で
あ
っ
て
も
著
作
権
に
は
違
い
な
い
）

■
近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
令
和
２
・
３
年

度
役
員
改
選

・
会　

長
（
１
）	

兵
庫

・
副
会
長
（
２
）	

大
阪
・
京
都

・
幹　

事
（
６
）	
奈
良
・
滋
賀
・
和
歌
山

	
福
井
・
大
阪
・
兵
庫

・
監　

事
（
２
）	

和
歌
山
・
京
都

■
近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
令
和
２
・
３
年

度
委
員
会
委
員
長
改
選

・
経
営
改
革
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ　

京　

都
（
留
任
）

・
環
境
労
務　
　
　
　
　

和
歌
山
（
留
任
）

・
組
織
共
済　
　
　
　
　

大　

阪
（
新
任
）

・
教
育
研
修　
　
　
　
　

兵　

庫
（
新
任
）

・
官
公
需
対
策　
　
　
　

奈　

良
（
留
任
）

■
全
青
協
議
員
２
名
各
工
組
よ
り
選
出

（
５
月
１
日
）
締
め
切
り

■
全
日
本
印
刷
文
化
展

令
和
２
年
10
月
９
日
（
金
）・
10
日
（
土
）

　

会
場
：
ホ
テ
ル
国
際
21
（
長
野
市
）

■
次
回
近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
総
会
：
京

都
（
６
月
26
日
グ
ラ
ン
ビ
ア
京
都
）

　

幸
せ
な
働
き
方
改
革
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
、
Ｓ

Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
の
冊
子
は
年
度
内
に
全
組
合

員
に
配
布
の
予
定
。

　

事
業
承
継
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
製
し

た
の
で
配
布
の
予
定
で
す
。
日
本
の
印
刷

の
３
月
号
に
同
封
の
予
定
。

官
公
需
対
策
に
か
か
わ
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

３
つ
の
要
望
を
し
た
。

１
．
知
的
財
産
権
の
適
切
な
取
り
扱
い　

２
．
適
正
価
格
に
実
現　

３
．
年
度
末
集
中
発
注
、
平
準
化
の
実
現

長
島
事
務
局
次
長
よ
り
全
印
工
連
事
業
の

概
要
説
明
が
あ
っ
た
。

　

平
成
30
年
の
工
業
統
計
地
域
別
統
計
で

印
刷
業
は
地
場
産
業
で
す
。

　

全
品
目
の
中
か
ら
算
出
事
業
所
数
は
９

都
道
府
県
で
第
一
位
品
目
、
３
位
ま
で
加

え
る
と
34
都
道
府
県
と
な
り
、
全
国
的
に

も
地
場
産
業
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

全
品
目
の
従
業
員
数
は
２
都
道
府
県
で

第
１
位
、
３
位
ま
で
加
え
る
と
８
都
道
府

県
と
な
る
。

出
荷
額
等
で
は
、
唯
一
東
京
都
が
第
２

位
、
そ
れ
以
外
の
８
府
県
が
上
位
10
以
内

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
あ
と
、
幸
せ
な
働
き
方
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
惟
村
副
委
員
長
か
ら

幸
せ
な
働
き
方
改
革
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
の
説
明

が
あ
っ
た
。

９日
 13：30 記念式典
 14：45 全印工連メッセージ
 15：45 記念講演会
 18：30 懇親会
１０日
 8：15 全印工連理事長会・事務局
  研修会・全青協各県代表者会議
 9：30 全印工連フォーラム
 12：00 終了
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の
家
庭
参
加
を
阻
む
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
労
働
時
間
は
労
働
基
準
法
に
よ
っ
て

上
限
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
労
使
の
合
意

に
基
づ
く
所
定
の
手
続
き
を
と
ら
な
け
れ

ば
、
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
者
に

時
間
外
労
働
を
さ
せ
る
場
合
や
法
定
休
日

に
労
働
さ
せ
る
場
合
に
は
、
労
働
基
準
法

第
36
条
に
基
づ
く
労
使
協
定
の
締
結
と
所

轄
労
働
基
準
監
督
署
長
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
は
罰

則
が
あ
り
、
違
反
し
た
場
合
に
は
、
６
か

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

３
．
労
働
者
派
遣
法
の
改
正

（
２
０
２
０
年
４
月
１
日
施
行
）

　

派
遣
労
働
者
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

実
現
に
向
け
た
改
正
労
働
者
派
遣
法
が
施

工
さ
れ
ま
す
。改
正
点
は
次
の
３
点
で
す
。

①
不
合
理
な
待
遇
差
を
な
く
す
た
め
の
規

定
の
整
備
、
②
派
遣
労
働
者
の
待
遇
に
関

す
る
説
明
義
務
の
強
化
、
③
裁
判
外
紛
争

解
決
手
続
（
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
の
規
定
の
整

備
で
す
。
派
遣
で
働
く
方
の
公
正
な
待
遇

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
に
対
応
し
て

下
さ
い
。

４
．
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
の
改
正

（
２
０
２
０
年
４
月
１
日
施
行
）

　

業
務
用
の
エ
ア
コ
ン
・
冷
凍
冷
蔵
機
器

を
廃
棄
す
る
際
の
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
フ
ロ
ン
類
を
回
収
し
な
い
ま
ま
機
器

■
令
和
３
年
度
：
例
会
担
当
福
井
工
組
・

総
会
担
当
滋
賀
工
組

（
参
考
：
奈
良
工
組
担
当
：（
総
会
）
令
和

４
年
６
月
、（
例
会
）
令
和
６
年
２
月

① 

事
業
継
承

・
相
談
件
数　

近
畿	

実
績
５
／
目
標
８

（
全
国	

実
績
28
／
目
標
50
）
※	

Ｍ
＆
Ａ
実

績	

今
年
な
し
（
昨
年
３
件
）

・
セ
ミ
ナ
ー
数　

近
畿	

実
績
２
／
目
標
２

（
全
国	

実
績
11
／
目
標
15
）

※
３
／
２
大
阪
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催
（
他
地

区
に
も
連
絡
済
、
今
回
の
資
料
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
同
封
）

※
３
／
26
滋
賀
で
銀
行
主
催
の
大
規
模
セ

ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
い
た
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
配
慮
で
中
止

・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

読
み
や
す
く
作
成
。
３
、０
０
０
冊
印
刷

で
、
１
、６
６
４
冊
販
売
。
も
っ
と
知
っ

て
欲
し
い
。

※
事
業
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
を
引
き

続
き
図
る
。
廃
業
や
Ｍ
＆
Ａ
で
の
組
合
加

入
員
の
流
出
を
防
ぎ
た
い
。

支
援
セ
ン
タ
ー
（
山
田
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
）
の
金
額
設
定
は
、
他
の
Ｍ
＆
Ａ
会
社

よ
り
安
く
、
利
用
し
や
す
い
。

事
業
継
承
の
場
合
、
土
地
建
物
・
社
員
・

得
意
先
・
機
械
・
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
処

分
や
活
用
の
仕
方
が
あ
る
。

土
地
売
却
処
分
↓
現
金
資
産
の
分
配
は

40
％
の
税
金
が
２
重
に
か
か
る
が
、
会
社

の
株
式
譲
渡
だ
と
税
20
％

② 

共
創
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信

・
無
料
掲
載
を
継
続
、
ま
ず
登
録
利
用
し

て
も
ら
う
。

・
ベ
ン
ダ
ー
に
利
用
を
提
案
。（
全
国
４
、

０
０
０
社
に
一
括
情
報
提
供
で
き
る
）
→

好
印
象
だ
っ
た
が
、実
際
に
は
実
績
３
社
。

③ 

勝
ち
残
り
合
宿
ゼ
ミ

・
近
年
は
参
加
希
望
が
多
く
、
締
切
日
前

に
募
集
人
数
に
到
達
。
価
値
の
あ
る
見
学

会
に
な
っ
て
い
る
。

所
感
（
出
席
し
た
分
科
会
に
つ
い
て
）

　

廃
業
は
後
ろ
向
き
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、

創
業
者
が
築
い
て
き
た
資
産
を
正
し
く
処

分
・
活
用
す
る
の
は
、
１
つ
の
手
段
で
あ

り
、
悪
い
こ
と
で
は
く
、
前
向
き
な
手
段

と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

株
式
会
社
ウ
エ
マ
ツ
福
田
さ
ん
（
全
印

工
連	

常
務
理
事
）
は
、
数
社
の
事
業
引

受
を
さ
れ
て
い
る
が
、
土
地
建
物
や
機
械

な
ど
は
先
に
処
分
し
て
も
ら
っ
て
、
従
業

員
と
得
意
先
だ
け
を
引
受
け
る
場
合
も
あ

る
と
の
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ

ン
グ
を
模
索
さ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

事
業
継
承
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
話
で
、
組

合
で
一
括
購
入
し
て
加
入
者
に
配
布
し
て

も
、見
て
い
な
い
方
も
多
い
と
い
う
話
で
、

　

自
分
も
組
合
か
ら
の
情
報
提
供
な
ど
見

過
ご
し
が
ち
な
の
で
、
セ
ミ
ナ
ー
受
講
な

ど
も
っ
と
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
以
上

◆
経
営
革
新
・

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

副
委
員
長　

植
原
雅
勝

◆
環
境
・
労
務
委
員
会

委
員
長　

吉　

川　
　

均

　

今
回
の
環
境
・
労
務
委
員
会
に
は
、
全

印
工
連
か
ら
惟
村
唯
博
常
務
理
事
が
ご
出

席
頂
き
、
労
務
セ
ミ
ナ
ー
の
重
要
性
や
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
推
進
等
に

つ
い
て
、
説
明
を
頂
い
た
。

 [

報
告
事
項]

１
．
令
和
元
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
の

　
　

改
定

　

厚
生
労
働
省
よ
り
、
令
和
元
年
度
地
域

別
最
低
賃
金
額
の
改
定
が
発
表
さ
れ
、
奈

良
県
の
最
低
賃
金
時
間
額
は
８
３
７
円
と

な
り
ま
し
た
。
パ
ー
ト
従
業
員
の
時
間
金

額
の
確
認
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
従
業
員

の
給
与
で
も
最
低
賃
金
以
下
に
な
っ
て
い

な
い
か
、
ご
確
認
下
さ
い
。（
全
国
平
均

は
９
０
１
円
）

２
．
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
関
す
る

　
　

改
正（

２
０
２
０
年
４
月
１
日
施
行
）

　

長
時
間
労
働
は
、
健
康
の
確
保
を
困
難

に
す
る
と
と
も
に
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の

両
立
を
困
難
に
し
、
少
子
化
の
原
因
、
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
阻
む
原
因
、
男
性
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を
廃
棄
す
る
と
、
即
座
に
刑
事
罰
（
50
万

円
以
下
の
罰
金
）
の
適
用
対
象
と
な
り
ま

す
。

［
依
頼
事
項
・
協
議
事
項
］

依
頼
事
項
は
次
の
３
点
で

１
、環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
認
証
・

認
定
制
度
の
普
及
促
進

２
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
場
用
Ｖ
Ｏ
Ｃ
警

報
器
の
販
売

３
、「
知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
労
働
法
と
労
働
基
準
法
改
正
案
セ
ミ

ナ
ー
」
の
開
催
で
あ
り
ま
し
た
。
Ｖ
Ｏ
Ｃ

警
報
器
に
つ
い
て
は
、
以
前
問
題
視
さ
れ

た
あ
る
印
刷
会
社
で
発
生
し
た
胆
管
が
ん

問
題
を
受
け
て
の
対
応
と
な
っ
て
お
り
、

印
刷
機
を
導
入
さ
れ
て
お
ら
れ
る
会
社
に

お
い
て
は
、
購
入
を
ご
検
討
下
さ
い
。

【
報
告
事
項
】

１
．
官
公
需
契
約
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
提

供
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
平
成
29
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国

等
の
契
約
の
基
本
方
針
（
以
下
、「
基
本

方
針
」）」
発
表
以
降
、
官
公
需
契
約
に
お

け
る
知
的
財
産
権
・
中
間
生
成
物
の
扱
い

の
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ

デ
ー
タ
の
扱
い
に
お
け
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
に
つ
い
て
上
期
地
区
協
で
要
望
が

あ
り
、
官
公
需
対
策
協
議
会
で
は
、
知
的

◆
官
公
需
委
員
会

　
　

委
員
長　

福
留
伸
一

財
産
権
に
関
す
る
全
国
の
取
り
組
み
好
事

例
を
収
集
し
、
昨
年
11
月
の
全
印
工
連
理

事
会
に
て
白
子
議
長
が
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

報
告
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
①
印
刷

用
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
す
る
元
デ
ー
タ
、

②
印
刷
デ
ー
タ
と
し
て
転
用
可
能
な
高
解

像
度
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
、
③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
・
内
製
資
料
と
し
て
使
用
可
能
な
低

解
像
度
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
の
３
種
類
に
分
け

た
う
え
で
、
知
的
財
産
権
の
観
点
か
ら
発

注
者
・
受
注
者
と
も
各
々
で
異
な
る
対
応

が
必
要
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

取
り
扱
い
対
象
が
①
と
②
の
場
合
、
発
注

者
・
受
注
者
と
も
に
対
象
が
「
基
本
方
針
」

通
り
の
運
用
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、
お
互
い
に
周
知
徹
底
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
取
り

扱
い
対
象
が
③
の
場
合
、
一
定
の
使
用
制

限
を
つ
け
た
形
で
官
公
庁
に
提
供
す
る
こ

と
は
、
官
公
需
事
業
が
公
益
に
資
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
と
、
官
民
両
者
の
信
頼
関

係
を
持
続
し
て
い
く
う
え
で
必
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。　

　

そ
の
場
合
、
知
的
財
産
権
保
護
の
観
点

か
ら
、
仕
様
書
に
記
載
を
入
れ
る
、
仕
様

書
に
使
用
許
諾
書
を
添
付
す
る
等
、
具
体

的
な
契
約
内
容
等
を
両
者
が
確
認
し
遵
守

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
協
議
事
項
）

　

２
月
１
４
日
に
奈
良
工
組
で
乾
理
事
長

と
中
小
企
業
庁
ま
で
著
作
権
に
つ
い
て

進
ん
で
い
い
し
、
行
政
が
な
か
な
か
聞
い

て
く
れ
な
い
の
で
相
談
を
し
に
行
き
ま
し

た
。

　

中
企
庁
か
ら
総
務
省
へ
お
願
い
し
て
総

務
省
か
ら
通
達
を
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る

と
い
う
資
料
が
こ
れ
で
す
。
各
行
政
は
総

務
省
の
管
轄
下
な
の
で
総
務
省
の
通
達
を

遵
守
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

配
布
し
た
資
料
を
基
に
説
明
。

総
務
省
自
治
行
政
局
長
か
ら
の
発
行
の
通

達
で
す
。

平
成
29
年
７
月
25
日
に
総
務
省
自
治
政
局

長
よ
り

　

地
方
公
共
団
体
の
調
達
に
お
け
る
中
小

企
業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

１
．
知
的
財
産
権
の
取
扱
い
の
明
記
（
基

本
方
針
第
２
「
４
」
関
係
）　

従
前
か
ら

著
作
権
等
の
知
的
財
産
権
の
取
扱
い
に
つ

い
て
「
書
面
を
も
っ
て
明
確
に
す
る
」
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
　

更
な
る
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

知
的
財
産
権
の
財
産
的
価
値
に
つ
い
て
十

分
に
留
意
し
た
契
約
内
容
と
す
る
よ
う
に

努
め
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
。

　

こ
れ
は
、
契
約
段
階
に
な
っ
て
著
作
権

等
（
デ
ー
タ
や
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
等
の
権

利
）
を
発
注
者
へ
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
な
ど
、
受
注
者
と
の
間
で
、

著
作
権
等
の
財
産
的
価
値
に
係
わ
る
問
題

が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
注
の
た
め

の
業
者
選
定
時
の
見
積
依
頼
の
段
階
で
、

著
作
権
譲
渡
や
使
用
許
諾
等
の
詳
細
な
取

扱
い
を
書
面
に
て
明
確
化
す
る
こ
と
を
定

め
た
も
の
。

２
．
令
和
２
年
１
月
24
日
の
総
務
省
自
治

財
政
局
財
政
課
よ
り
事
務
連
絡
と
し
て

　

中
小
企
業
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、

「
地
方
公
共
団
体
の
調
達
に
お
け
る
中
小

企
業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
」

（
令
和
元
年
９
月
10
日
付
け
総
務
省
自
治

行
政
局
長
通
知
）
で
要
請
し
た
と
お
り
、

「
令
和
元
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国

等
の
契
約
の
基
本
方
針
」（
令
和
元
年
９

月
10
日
閣
議
決
定
）
を
十
分
に
踏
ま
え
た

対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
特
に
、
中

小
企
業
者
へ
の
発
注
等
の
平
準
化
、
最
新

の
実
勢
価
格
及
び
需
給
状
況
を
踏
ま
え
た

適
切
な
予
定
価
格
の
設
定
、
著
作
権
等
の

知
的
財
産
の
取
扱
い
、
災
害
時
の
燃
料
供

給
協
定
を
締
結
し
て
い
る
中
小
石
油
販
売

業
者
に
対
す
る
配
慮
に
つ
い
て
ご
留
意
い

た
だ
き
た
い
。
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
一

貫
し
て
総
務
省
か
ら
お
願
い
し
て
い
る
。

　

こ
の
資
料
を
基
に
各
行
政
に
お
願
い
を

し
て
み
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

（
意
見
情
報
交
換
）

奈
良
工
組
で
は
３
つ
の
方
法
を
考
え
て
い

る
（
３
段
階
）

　

総
務
省
か
ら
の
通
達
あ
っ
た
で
し
ょ
。

１
会
計
局
の
課
長
、
担
当
レ
ベ
ル
で
の
解
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奈良県奈良市角振町 奈良第一生命ビル ℡ ㈹
第一生命ホームページ

私たち第一生命は、お客さまの大切な人生、大切な人、大切な未来のために、

保険というかたちある「安心」をお届けし、その「安心の絆」を確かなものにしていくことを

願っています。私たちは、これからも、お客さまの「一生涯のパートナー」として、

「生涯設計」によって、かたちある「安心」をつくり、届け、広めてまいります。

奈良支社

決
を
お
願
い
す
る　

２
知
事
に
お
願
い
す

る　

３
議
会
議
員
に
お
願
い
す
る

　

大
阪
工
組
よ
り
入
札
権
の
登
録
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
全
業
者
の
５
パ
ー
セ
ン
ト
も

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

万
博
も
あ
る
こ
と
な
の
で
今
か
ら
入
札

権
を
登
録
す
る
の
も
大
事
。

　

議
長
よ
り　

中
企
庁
よ
り
こ
ん
な
折
衷

案
を
ど
う
し
て
作
っ
た
の
か
突
っ
ぱ
ね
て

く
れ
怒
ら
れ
た
。
経
済
産
業
省
は
権
利
を

も
っ
と
主
張
し
て
自
分
た
ち
の
収
益
を
得

る
も
の
な
の
だ
か
ら
な
ぜ
手
放
す
の
か
と

言
わ
れ
た
。
低
解
像
度
の
デ
ー
タ
を
作
る

の
に
も
手
間
か
か
る
は
ず
。
手
間
が
掛
か

る
分
は
お
金
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
現

場
レ
ベ
ル
と
幹
部
レ
ベ
ル
の
考
え
方
、
意

識
の
違
い
を
感
じ
た
。

―
事
務
局
よ
り
―

「
子
ど
も
た
ち
に
お
絵
か
き
用
紙
を
！
」

　
　
　
　
　
　
　

    

寄
贈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
、
奈
良
県
内
の
多
く
の
保
育
園
・
幼

稚
園
・
小
学
校
が
少
な
く
と
も
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
あ
け
ま
で
休
園
・
休
校
と

な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
時
間
を
持

て
余
す
様
子
が
頻
繁
に
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
達
に
お

絵
か
き
な
ど
、
紙
に
触
れ
て
も
ら
う
機
会

を
提
供
す
る
べ
く
、
奈
良
県
印
刷
工
業
組

合
と
し
て
「
お
絵
か
き
用
紙
」
を
寄
贈
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
提
案
を
奈

良
県
教
育
委
員
会
様
（
奈
良
県
教
育
研
究

所
様
）
に
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、結
果
、

ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
奈
良
県

印
刷
工
業	

組
合
有
志
企
業
及
び
こ
の
主

旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
紙
商
社
に
よ
り
、

用
紙
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

※
配
布
内
容
：
Ａ
３
サ
イ
ズ
10
枚
（
園
児
・

学
生
ひ
と
り
あ
た
り
）

※
配
布
対
象
：
奈
良
県
内
す
べ
て
の
幼
稚

園
児
・
小
学
生
（
３
年
生
ま
で
）			

※
総
配
布
枚
数
：
Ａ
３
サ
イ
ズ	

４
８
１
、８
３
０
枚	

（
園
児
・
生
徒
計

４
８
、１
８
３
人
分
）	

１
．
理
事
会
に
つ
い
て

　

一
部
の
方
か
ら
は
換
気
や
マ
ス
ク
着

用
、
社
会
的
距
離
に
配
慮
し
、
開
催
時
間

を
最
小
限
に
と
ど
め
て
開
催
す
れ
ば
ど
う

か
と
い
う
意
見
も
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
書

面
決
議
が
よ
い
と
い
う
意
見
が
大
半
で
し

た
の
で
、
他
者
と
の
接
触
機
会
を
極
力
避

け
る
た
め
書
面
決
議
に
て
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

議
案
書
に
つ
い
て
は
追
っ
て
事
務
局
か

ら
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

２
．
総
会
に
つ
い
て

　

総
会
に
つ
い
て
も
書
面
決
議
で
よ
い
と

い
う
意
見
が
大
半
で
し
た
の
で
、
つ
き
ま

し
て
は
中
央
会
の
指
導
に
従
い
、理
事
長
、

議
長
、
指
名
推
薦
人
（
計
４
～
５
名
）
の

み
で
集
ま
り
、
他
の
組
合
員
に
は
総
会
へ

の
出
欠
と
（
欠
席
の
場
合
は
委
任
状
と
）

書
面
決
議
に
賛
成
か
を
問
う
通
知
を
議
案

書
と
と
も
に
郵
送
す
る
と
い
う
方
法
を
と

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
氏
名
推
薦
人
に
つ
い
て
は
副
理

事
長
と
理
事
数
名
と
し
、
数
名
の
理
事
に

つ
い
て
は
理
事
長
か
ら
指
名
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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「運気を磨く」心を浄化する三つの技法
－あなたは「強運」であることに気がつ
いていますか。－　田坂広志著　光文社新書

　あなたはかつてこれらの思いの経験をしたことはあ
りませんか。何故失敗ばかりするのか、どうして付い
ていないのか、ちょっとしたことで不安になったり、
心配しすぎて鬱状態になったり、特に病気に罹った時
などはこのまま死んでしまうのではないかとよからぬ
方向に陥り気が迷いってしまうものですね。誰にでも
ネガティブシンキングになるのを経験したことがある
と思います。　　
　実はあなたは自分の人生のなかで「予感」や「虫の
知らせ」、「チャンス」や「ひらめき」といった「運の
良さ」を感じ「良い運気」を引き寄せ、その好機を掴
む力を持っていたのです。ただあまり大きく気づかな
かったかも知れません。本書は、この ｢運気｣ という
問題を反科学的な「神秘主義」、また「オカルト」的
な視点から語るものではありません。これからお話さ
せて頂くこと、最先端量子科学が解き明かす「運気」
の本質、ポジティブ想念のお話です。（※想念とは私
たちが心に思い描くものに注ぐ感情や意識のエネル
ギーのこと。）
　私はかつてある書物からこのような記事を読んだこ
とがあります。
一代で大企業を築いた松下電器社長の松下幸之助氏が
経済記者から「社長は一代にして世界のパナソニック
を築かれたのは一体何がそうさせたのですか、という
質問に「運が良かったから」と応えられたそうです。
そこで記者はもう一度「その運とは何ですか」と問い
正すと、声を高揚させ「運が良かったからです」と返
事をされたそうです。その記者は後ほど「運が良かっ
た」という言葉を何度も繰り返し考えた結果とうとう
解からず単に調子が良かっただけだと捉えていたそう
です。
　ところで「運がよい」とか「運が悪い」とは一体何
が違うのだろうか。ここで紹介させて頂く「運気を磨
く」の著者、田坂広志氏は 1959 年生まれ、東京大学
卒業、その後院に進まれ工学博士号を取得。その後各
研究所のリーダーを歴任し、多摩大学大学院教授に
就任。2008 年世界経済フォーラム（ダボス会議）の
Global Agenda Council のメンバーに就任、2010 年世
界賢人会議ブダペスト・クラブの日本代表に就く。そ
の後帰国後日本の各団体のリーダーとして活躍。
　この著書の中で、どうすれば「良い運気」を引き寄
せることができるのか、という問いに、それは我々の

「心の状態」が、その心と共鳴するものを「引き寄せ
る」という法則によるそうだ。日本では、昔から「類
は友を呼ぶ」「類をもって集まる」という諺が語られ
ています。従って、「良い運気」を引き寄せるためには、
究極、ただ一つのこと、「ポジティブな想念」を持つ、

ということ。そもそも、なぜ、「ポジティブな想念」
が「良い運気」を引き寄せるのか。なぜ、我々の「心
の世界」では、「引き寄せ」という現象が起こるのか。「引
き寄せ」とよばれる現象について、現代の科学によっ
て説明しようとしています。
　例えばなぜ、「愚痴多いの人」から「良い運気」が去っ
ているのか。表面意識の世界が「ネガティブな想念」
で満たされていると。その想念が、「ネガティブな言葉」
となって口を衝いてでるため、まわりの人を遠ざけて
しまうからである。人間関係が疎になる。無意識の世
界にあるネガティブな想念が、その人の選択や行動を
本人も気がつかない形で支配してしまうからである。
逆に「良い運気」を引き寄せるためには「ムード・メー
カー的メンバー」の存在が重要と言われるのは、人間
集団やチーム全体に、「ムードが良くなる」→「リラッ
クスする」→「力を発揮できる」→「さらにムードが
良くなる」という好循環が生まれるからである。
　松下幸之助氏語録からこう言うお話を聞いたことが
あります。「自分の周りの人は全て師」。先ほどの松下
幸之助氏の「運が良かった」というのも謙虚に社員を
師とあがめ、社員の言葉に耳を傾け、仲間として、心
の共鳴が運気を引き寄せたのではなかろうか。実際、
政治家や経営者、リーダーや監督の「運の強さ」は、
ときに、自らが率いる国家や企業、組織やチームの運
命を分けるのであり、多くの人々の人生に多大な影響
を与えてしまう。「運の強い奴」それは自らの人生で、
大きな「運気」の分かれ目を体験した人間は、他者の「運
気」の強さも、敏感に感じ取ることができる。彼らか
ら最も多く使われた言葉には、「努力して」、「粘り強
く」、「才能を磨き」、「信念を持って」ではなく、「偶然」

「たまたま」「ふとしたことで」「折よく」「幸運なことに」
といった ｢運の良さ｣ を語る言葉であった。このよう
に、世の中で「成功者」と呼ばれる人々は人生と仕事
の様々な場面で、無意識に「運気」を感じ、「良い運気」
を引き寄せ、その好機を掴む力を持っていたのである。
　この「運気」は科学的には未だにその存在が証明さ
れていない。しかし人類数千年の永い歴史の中で､ 誰
もがこの「運気」というものの存在を、信じている。
ここでもう一度「運気」というものを振り返って、「引
き寄せる力」を磨いてみませんか。
・最先端の量子科学が解き明かす「運気」の正体
・「無意識のネガティブな想念」を浄化していく技法
・「人生でのネガティブな体験」を陽転していく技法
・過去の失敗体験は、実は「成功体験」であった
・「人生で起こること、すべて、深い意味がある」と
考える
　「究極のポジティブな人生観」を体得していく技法
などこの書物は平易な言葉で分かりやすく説いてい
く、ポジティブ想念により運気を磨けることを科学的
に紹介した書物です。
　「幸運」は「不幸な出来事」の姿をしてやってくる。

本  の  ご  紹  介  コ  ー  ナ  ー 〔吉岡義幸〕
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